
授業科目名

2年後期

開講形態 時間数 単位数 2講義 30

　助産の基本概念について学ぶ。
　女性を取り巻く健康問題、文化的問題、倫理的問題について学び，国内外における性と生殖
に関する権利のあり方と助産師に期待される責務と役割について考える。
　助産師としてのアイデンティティを形成・獲得する。

授業の目的（概要）

1　助産の基本概念を理解し，助産師としてのアイデンティティを確立できる。
2．助産の変遷と現状について学び，助産師の活動と役割を理解できる。
3．助産学を構成する理論を理解する。
4．助産師の専門職性と業務を関連法規から理解する。
5．リプロダクティブ・ヘルス／ライツの背景と現状を理解し，今日的課題について
　　討論できる。

学修成果（到達目標）

【教科書】
　我部山キヨ子編：助産学講座1　基礎助産学[1]　助産学概論，医学書院
　我部山キヨ子編：助産学講座1  基礎助産学[2]　母子の基礎科学，医学書院
　我部山キヨ子編：助産学講座9　地域母子保健・国際母子保健，医学書院

オフィスアワー

橋本美幸（臨床看護学講座）質問等随時　E-Mail: mihashi@med.shimane-u.ac.jp

キーワード

成績評価の方法（合否基準）

筆記試験60%、演習健康教育案（20%）、レポート（20%）で、60%以上を合格とする。

教科書・参考書・視聴覚・その他の教材

助産師の役割、アイデンティティ、助産師の責務

授業の進め方

Webexによるライブ講義
演習は原則対面で実施しますが，フェーズが上がった場合にはオンラインに切り替えます。

助産学概論 担当教員 准教授　橋本　美幸　

開講年次及び学期 必修・選択の別 選択



回 日程 時間 場所 実施方式 テーマ 授業内容 担当者

1 10/2
10：25～
12：05

N21
Webex
（ライブ）

助産の概念
講義オリエンテーション
助産の原則原理

橋本

2 10/20
16：50～
18：30

〃
Webex
（ライブ）

助産師の専門職性と業務
助産師の定義、業務、助産師業務の法的根拠、
助産師に必要な能力

橋本

3 10/23
10：25～
12：05

〃
Webex
（ライブ）

助産師の役割
日本の周産期医療システムの現状と課題と助産師の役割、
医療事故、訴訟

橋本

4 10/30
10：25～
12：05

〃
Webex
（ライブ）

橋本

5 11/6
10：25～
12：05

〃
Webex
（ライブ）

橋本

6 11/13
10：25～
12：05

〃
Webex
（ライブ）

助産師教育制度の変遷と
課題、研究と助産師

助産師の卒後教育、助産学研究 橋本

7 11/20
10：25～
12：05

〃
Webex
（ライブ）

地域における助産師の活動
親の子育てに関する不安の実態と支援、
地域母子保健活動の実際、産後ケア

橋本

8 11/27
10：25～
12：05

〃 対面
助産学を構成する理論
（演習）

対象を理解するための理論、コミュニケーション 橋本

9 12/4
10：25～
12：05

L2
Webex
（ライブ）

助産と倫理
生命倫理，職業倫理
出生前診断と遺伝カウンセリング

橋本

10 12/18
10：25～
12：05

N21
Webex
（ライブ）

国際助産学概論
災害と助産，モデルカリキュラム
文化的視点から見る助産ケア

橋本

11 1/22
16：50～
18：30

N301 対面 出産の歴史（演習） 分娩体位の歴史 橋本

12 1/8
10：25～
12：05

N21
Webex
（ライブ）

ウィメンズヘルス 女性の健康 橋本

13 1/22
8：30～
12：05

〃 対面 橋本

14 1/22
10：25～
12：05

〃 対面 橋本

15

備考

授業計画

【演習１】母体と新生児の免疫学的特性
　　　　　母子感染、性感染症、
　　　　　妊娠の成立、
　　　　　思春期の性成熟と成長

健康教育演習
→健康教育動画を視聴して
　意見交換を行います

【演習2】
　　性教育、命の教育
　　→動画の作成方法については、後日お知らせします。

ウィメンズヘルス演習


